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文学研究科 平成二十七年度九月度
「中国古典戯曲における人物形象の研究
～元雑劇の愛情描写を中心として～」桜木陽子 論文要旨
本論は、元雑劇を中心とした中国古典戯曲の人物形象に関する論考をまとめたも
のである。主に作者名が伝わる元雑劇の作品を取り上げ、そこに登場人物がどのよ
うな形象で描かれるのか、また恋人や夫婦の愛情がどのように表現されているのか、
そしてそれらが物語展開とどのように関わっているのか等を論じた論考が中心と
なっている。
第一部「関漢卿の恋愛劇に関する考察」では、関漢卿の恋愛劇の特徴を論じた。
第一章「関漢卿の恋愛劇における〈もの思い〉の位置」では、関漢卿の恋愛劇にお
いて、もの思いの感情を表す場面が物語展開と密接な関わりを持つことを指摘した。
第二章「女性の嫉妬から見た関漢卿の恋愛劇」では、関漢卿の恋愛劇には正旦の嫉
妬が描かれることで、正旦の恋愛感情は強く印象づけられるが、それが恋人との結
婚を遠ざける原因にもなり、物語展開に波乱を起こすことを指摘した。また嫉妬の
ような女性の揺れる恋愛感情を表現していることが、関漢卿作品独特の女性形象を
生み出す理由の一つであることを論じた。
第二部「白仁甫『梧桐雨』雑劇に関する考察」では、白仁甫『梧桐雨』雑劇につ
いて論じた。第一章「『梧桐雨』雑劇の中秋月宮行」では、『梧桐雨』雑劇では、
唐宋代からある月宮行の物語を応用し、玄宗が中秋に月宮に行き嫦娥に会ったこと
が、息子の妃であった楊貴妃を自分の妃にするきっかけとされていることを指摘し、
その経緯が『天宝遺事諸宮調』の内容と合わせると更に理解しやすくなることを論
じた。第二章「『梧桐雨』雑劇の晩秋の季節」では、楊貴妃が馬嵬坡で亡くなる場
面は、『梧桐雨』雑劇では史実の真夏ではなく、晩秋の季節で描かれていることに
着目し、白仁甫は史実を知りながらも、馬嵬坡の場面は晩秋の夕暮れ、という虚構
のイメージを守って馬嵬坡の場面の季節を描いたことや、玄宗の夢に楊貴妃の亡霊
が登場する場面で西風が吹くのは、玄宗に馬嵬坡の悲劇を思い出させるための描写
であることを指摘した。
第一部と第二部では、元曲四大家のうち二人の作品それぞれの個性を論じること
で、元雑劇の代表的な作品や作家の個性を、ある程度解明することができた。
第三部「王伯成『天宝遺事諸宮調』に関する考察」では、王伯成『天宝遺事諸宮
調』について論じた。第一章「『天宝遺事諸宮調』の物語展開と季節描写」では、
『天宝遺事諸宮調』全体に描かれる季節描写が、物語展開と意図的に関連して描か
れていることを指摘し、そのことが作品全体の構成に関連することを論じた。第二
章「『天宝遺事諸宮調』の輯録状況について」は複数の曲譜等に輯録される『天宝
遺事諸宮調』の輯録状況をまとめ、先行研究の不足を補ったものである。第三章「『天
宝遺事諸宮調』における海棠と蓮の描写」では、楊貴妃の形象と草花の表現につい
て論じた。『天宝遺事諸宮調』の楊貴妃の形象はおそらく皇帝の貴妃への不敬があ
まり問われなかった元代特有の形象と思われる。
第四部「三国劇に関する考察」では三国劇に関する論考を収録した。第一章「元
雑劇の関羽像 ～神格化の表現を中心として～」では、元雑劇の各作品に描かれる
関羽の神格化にまつわる表現を検討し、関羽が荊州を治める時期以降の作品におい
て神格化が顕著になる傾向があることを指摘した。第二章「二十一世紀の京劇と三
国志」では、今世紀の京劇の新編劇を三国劇という切り口で概観し、その特徴を論
じた。第三章「現在の京劇における三国志の描かれ方 ～伝統劇を中心として～」
では、現在の京劇の伝統劇において、三国志の人物や物語がどのように演じられる
かを論じた。古典戯曲から現在の京劇までを概観して、三国劇の登場人物の形象は
底辺で繋がっていることを改めて認識することができた。
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